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Stakeholder

「価値創造への挑戦」

　ハルナビバレッジ様創業時より深いご縁とご厚情を賜り、ユー
ティリティ設備工事やメンテナンスで安心安全な食品製造の環境づ
くりや消費エネルギー削減による環境貢献のお手伝いをさせて頂い
ております。今日までの長きにわたるご愛顧とご指導、ご鞭撻を心
よりお礼申し上げます。

　私がいつも、とても素晴らしいと感じることは、青木代表のお考
えが社内に浸透し、スタッフお一人おひとりが常に学ばれ、現状に
満足せず改善改革に取り組み、品質向上、事業の発展と社会的価値
の創造に挑戦し続けていらっしゃることです。また、私たち取引先
との関係をとても大事に考えて下さり、共に発展・永続できるよう
期待や課題を投げかけて下さいます。

　これからも日常的なお困り事やニーズに対応するにとどまらず、
期待以上の技術と提案でグループ様の CSV 活動の一役を担えるス
テークホルダーと成り得るよう、たゆまぬ努力を続けて参る所存で
ございます。
　ハルナグループ様の更なるご発展と皆様のご健康を心よりお祈り
申し上げます。

細谷工業株式会社

代表取締役

細谷 可祝 様

第三者からのご意見

●ご意見をいただいて
　弊社の創業時よりご縁が始まり、空調設備を主とした機械設備導
入から日々のユーティリティー設備管理まで常にご協力いただき、
ありがとうございます。
　また、難しい要望や工事の場面などでは、一緒に考えながら最善
策をご提案いただく姿勢に感謝するとともに勉強させていただいて
おります。
　今後とも引き続き、ご指導とご協力をいただく中で、生産活動の
向上に努めて参ります。

ハルナファクトリー株式会社
製造ユニット ユニットオフィサー
小池 賢司

●ご意見をいただいて
　福留社長はじめ、J ホールディングスグループ各社社長や社員の
皆様のお人柄や親しみやすさや取引先を大切にする社風のおかげで、
信頼関係を育みながら強固な協力体制を構築し、PB 市場成長ステー
ジにおいて少しずつではありますが、着実に前進することができま
した。業界を取り巻く環境は厳しくなりましたが、今後も魅力ある
商品づくりに欠かすことのできない重要なパートナーとして Win-
Win の関係をさらに進化させていけるように努力してまいります。
引き続きお力添え、何卒宜しくお願いいたします。

ハルナマーケティング株式会社
取締役 兼 代表執行役員
山崎 敦也

第三者からのご意見

Creating Shared Value（共益の価値創造）への発展

　飲料業界を取り巻く環境は、少子高齢化、定価販売の崩壊、ライ
フサイクルの大幅な短縮化、エネルギー・人件費コストの増大、採
用難、環境への配慮等、年々厳しさを増しています。
　一方、弊社の顧客である小売りチェーン等においては、ますます
PB 商品の位置付けが重要視され、当面は、拡充・拡販を推進して
いく模様です。
　しかし、PB 商品とは言え、過去に繰り返されてきた NB 商品の
模倣では、消費者の皆様に継続的には支持されず、近年は、廉価版
から高級版まで幅広く取り揃え、消費者のニーズにきめ細かく対応
し、新たな価値も提案されています。
　これらはすべて各社の顧客データをベースとした、MD 政策が実
践されており、商品開発・改廃のスピードも上がっております。
　このような状況下において、供給側であるハルナグループや弊社
においては『顧客志向』というキーワードを大前提に、共通認識を
持ちながら、永続的に消費者の変化に対応していくことが重要であ
ると信じております。
　その対応への努力の結果として、消費者や顧客への価値の提供、
利益の還元を可能にすることができれば、ステークホルダーの皆様、
地域社会、環境保全等にも貢献できると考えております。
　 今 後 も、 両 社 の Win-Win の 関 係 を 継 続 し な が ら、Creating 
Shared Value（共益の価値創造）へと発展させていき、さらには
グローバルな視点で精神的、物的イノベーションを可能にしていけ
ると期待しております。

株式会社

J ホールディングス

代表取締役

福留 淳吉 様


